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我々は一昨年度に Adaptive Mesh Refinement (AMR)
を用いたN体計算コードの開発し (Yahagi & Yoshii 2001)、
昨年度には、そのベクトル化及び並列化を行った (Yahagi
2002)。このコードは、高密度領域が存在する系に対して
も、現実的な計算時間で宇宙論的N 体シミュレーションを
実行することができる。今回、我々はこの並列 AMRN 体
コードを用いて、ΛCDMモデル (Ωm=0.3, Ωv=0.7, h=0.7,
σ8=1.0)に従う初期条件を用いた計算を幾つかの計算領域
(L=35, 70, 140 h−1Mpc)で行った。
我々の目標はすばるで観測される銀河と直接比較できる

ような数値的な模擬銀河カタログを作成し、実際の観測デー
タと数値銀河カタログを比較することによって、詳細な銀
河形成像を描き出すことにある。そこで、まづ、N 体シミュ
レーションから産み出された各出力ファイルに対し friends-
of-friends 法でダークハローを抽出した後、各時刻のハロー
とその次の時刻のハローとの間の同定を行い、個々の銀河
ハローの合体系譜を作成した。次に、こうして得られた合体
系譜に、長島等による準解析的銀河形成モデル (Nagashima
et al. 2002) を適用し、各ダークハロー内に銀河をその観
測量を付与させた。
このような、N 体シミュレーションと準解析的銀河形成

モデルを組み合わせた、所謂模擬銀河 Kauffman 等 (1999)
の研究に始まり多くのものが存在するが、我々の数値銀河カ
タログ (νGC: Numerical Galaxy Catalogue) の最大の特
徴はその高い質量分解能にある (図 1)。我々の N 体シミュ
レーションから求められた、質量関数は 質量の大きい方か
ら ∼ a few 1010 M¯ まで、Press-Schechter 理論で求めら
れた質量関数と一致している。この実効質量分解能が、L∗

銀河のダークハローの質量より十分小さくなっていること
の意義は大きい。
図 2は、この数値銀河カタログのデータを張り合わせて

構成された擬似探査データをもとにに描かれた扇状図であ
る。この擬似探査データを視線方向に射影し、射影された銀
河同士から求められた角度相関関数は図 3である。銀河の
角度相関関数は、すばるの観測データと良く一致している。
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図 1: ダークハローの質量関数

図 2: 各時刻の νGCデータを張り合わせて構成され
た扇状図
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図 3: 図 2の扇状図を射影した擬似撮像データから計
算された銀河の二体相関関数


